
≪第１章≫計画の概要

この章では、千葉市の上位計画等と本計画の
位置づけや、本計画の範囲、計画の期間につい
てお話しします。

第１章 構成．. ．

１ 計画の位置づけ
２ 計画の区域及び交通手段の対象範囲
３ 計画の期間
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１ 計画の位置づけ

 本計画は、上位計画である本市の総合計画や都市計画区域マスタープランのもと、
都市計画マスタープラン・立地適正化計画と連携した計画です。

 また、地域公共交通の活性化及び再生に関する法律（以下、法という）に基づく、法定計画です。

図1-１ 千葉市地域公共交通計画の位置付け

関連

千葉市地域公共交通計画
＜千葉市総合交通戦略＞

CHIBA CITY Mobility Plan 
地域旅客運送サービスの持続可能な
提供の確保に資する地域公共交通の
活性化及び再⽣を推進するための計画

都市計画マスタープラン
⼟地利⽤や都市施設など、
都市づくりの基本⽅針

⽴地適正化計画
居住及び都市機能の⽴地の
適正化を図るための計画

本市における上位計画
千葉市基本計画

（令和5年度開始予定）
都市計画区域マスタープラン
都市計画区域内の基本的な⽅針

《根拠法令》
地域公共交通の活性化及び再生に関する法律

《関係法令等》
交通政策基本法、都市・地域総合交通戦略要綱 等

《関連する主な分野》
健康、環境、防災、
高齢者・障害者福祉、
観光振興 … など

連携

コンパクト・プラス・ネットワーク

■計画の区域

 対象区域：千葉市全域

 なお、市民等の移動は市域に

とらわれず、広域に及ぶことを

踏まえ、近隣市等との連携も

含めた検討を行います。

２ 計画の区域と交通手段の対象範囲

■交通手段の対象範囲

 法改正の趣旨を踏まえ、
多様な移動手段の活用も検討
します。（“輸送資源の総動員”）

 さらに、新たなモビリティの活用
についても積極的に検討します。

 計画の対象は鉄道、モノレール、
路線バス、タクシーなど既存の
公共交通を中心とします。

図1-2 千葉市の位置図 図1-3 千葉市の公共交通ネットワーク図

グリーンスローモビリティ などシェアサイクル

本
計
画
の
対
象

マイカースクールバス

自家用有償旅客運送 病院・商業施設の送迎サービス

出典：国土交通省の資料を基に千葉市作成
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【参考】各移動手段の特徴

 各移動サービスの特性を整理すると下記のとおりです。
 各手段の特性を踏まえ、適材適所に検討していきます。

出典：国土交通省「地域公共交通網形成計画及び地域公共交通再編実施計画
作成のための手引き入門編」（トリセツ編集会議加筆）を基に千葉市加工

図1-4 多様な移動サービス（陸上交通のみ）

BRT、LRT、モノレール、新交通

３ 計画の期間

 計画の期間については「地域公共交通の活性化及び再生に関する基本方針」において、
「５年程度を原則」とすると同時に、「まちづくりに関する事業の中には、事業期間が長期間
にわたるものもある」、「中長期的に地域が目指すべき将来像も念頭におきつつ、作成する
ことが適当」とも記載されています。

 これを踏まえ、本計画は中長期的（概ね20年）視野を持って策定するものの、
計画期間は令和３年度（2021年度）から令和7年度（2025年度）までの約５年間とします。

 なお、関連計画の策定状況等を踏まえつつ、適宜、見直しや改善を行います。

図1-5 本計画の計画期間と関連計画等

目標年次2025年

目標年次2040年

計画期間2021-2025年

2019年 2020年 2021年 2022年 2023年 2024年 2025年 2026年

令和１年 令和２年 令和３年 令和４年 令和５年 令和６年 令和７年 令和８年

上位計画
（総合計画）

関連計画

本計画

千葉市新基本計画 千葉市基本計画（2023年〜）※計画期間：10年

千葉市都市計画マスタープラン（2016〜2025年） 改正千葉市都市計画マスタープラン（2023年〜）

千葉市⽴地適正化計画（2019〜2040年） 改正千葉市⽴地適正化計画（2023年〜）

千葉市地域公共交通計画（2021〜2025年）

実施計画（2023年〜）※計画期間：3年（予定） 実施計画
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